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香南市75歳以上の人口
（平成18年９月18日現在）

 

お
じ
い
ち
ゃ

ん

　 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

　
　
ず
ー
っ
と
元
気
で
い
て
ね
！

▼「女学校の同級生なのよ！」

きっと評判の四人娘だったことでしょう。

▲元気の秘けつは「くよくよせんこと！」

この笑顔が何より教えてくれています。

▲「毎朝、幸せやと感謝しよります」

一世紀を見つめて来た瞳は優しい。

▼

　
「
夫
婦
円
満
の
秘
け
つ
？
こ
ら
え

る
こ
と
よ
（
笑
）
」

ま
わ
り
の
人
た
ち
に
「
そ
ん
な
ふ

う
に
は
見
え
ん
ぞ
ね
」
と
冷
や
か

さ
れ
て
…
。

▲

 

「
ぎ
っ
ち
り
ケ
ン
カ
し
ゆ
う
」
と
の

お
二
人
の
弁
を
聞
き
、「
ケ
ン
カ
す
る

の
も
仲
の
良
い
証
拠
！
」
と
ご
近
所
の

同
級
生
た
ち
が
口
を
そ
ろ
え
て
証
言
。

102歳 100歳 米寿

堀 満壽水さん・千代實さん（赤岡町）

 西内 保さん・美榮子さん（香我美町）

  
  森
本 徑
雄さん（野市町）

  

河
野 
政子さん（香我美

町

）

　
合
併
し
て
初
め
て
の
「
香
南
市
敬
老
式
」
。

　
残
念
な
が
ら
、
会
場
の
都
合
な
ど
で
市
内
の
対
象

者
全
員
を
招
待
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
各
地
域
で
は
、
地
区
の
公
民
館
で
敬
老
会

を
行
っ
た
り
、
民
生
委
員
ら
が
対
象
者
に
記
念
品
を

届
け
る
な
ど
し
て
敬
老
の
日
を
祝
い
ま
し
た
。

▲
お
い
し
い
ツ
ガ
二
汁
で

　
　
　
　
　
お
も
て
な
し ▲「○○さんちの孫でぇ」と出演した子どもを紹介

■保育所や幼稚園では祖父母参観などが行

われ、園児と祖父母が交流しました。

　また「敬老の日」に合わせ、覚えたての文字

で一生懸命書いたハガキを投かんし、気持ち

を伝えました。

い
つ
ま
で
も

       

お
元
気
で
！

い
つ
ま
で
も

       

お
元
気
で
！夫婦揃って喜寿の祝い

香南市敬老式

100歳以上75～99歳

男

女

合計

1,556人

2,938人

1,559人

2,946人

３人

８人

合
計 4,494人 11人 4,505人

　
九
月
十
六
日
（
土
）「
敬
老
の
日
」
を
前

に
市
主
催
の
第
一
回
敬
老
式
が
、
喜

寿(

77
歳)

・
米
寿(

88
歳)

・
白
寿(

99
歳)

・

百
歳
以
上
を
対
象
（
五
百
三
十
九
人
）
に
、

の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

  

式
典
で
は
、
仙
頭
市
長
ら
が
敬
意
を
込

め
て
あ
い
さ
つ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表

者
に
記
念
品
を
手
渡
し
て
長
寿
を
祝
い

ま
し
た
。

　
演
芸
会
に
な
る
と
、「
土
佐
絵
金
歌
舞

伎
伝
承
会
」
の
子
ど
も
た
ち
の
達
者
な

口
上
や
「
エ
ト
ワ
ー
ル
バ
レ
エ
」
の
小

さ
な
バ
レ
リ
ー
ナ
た
ち
が
踊
る
可
愛
い

姿
に
、
目
を
細

め
て
感
心
し
た

り
驚
い
た
り
。「
舞

鶴
会
」
の
艶
や

か
な
踊
り
な
ど

に
百
三
十
人
の

参
加
者
は
盛
ん

に
拍
手
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

あ
で

会場の笑顔・こえ・元気会場の笑顔・こえ・元気

■例年、地区公民館で「敬老会」を開催

している香我美町は、今年も納涼祭が

終わると準備を開始。９月17、18日に

かけて、手づくりの敬老会に地域の対

象者を招待しました。　

　まちづくり協議会や

民生委員を中心に準備し、

集まった人たちはアト

ラクションや祝宴など、

楽しいひとときを過ご

しました。

■赤岡町、野市町、夜須町、吉川町では民生委員ら

が対象者の家をまわり、各地区で選んだ記念品を

手渡しました。

　一軒一軒、足を運び「喜んでもらえてよかった」

と話していました。

  今年の「敬老の日」は、９月18日。

　長い間、社会のために貢献された人たちを

敬い長寿を祝うとともに、だれもがたどる高齢

者の福祉について関心を深め、その向上を

図ろうという気持ちが込められています。

宮田透　子さん（野市町）
中屋 下枝さん（野市町）

安岡 清子さん （野市町）
開徳 茂子さん（赤岡町）

（左から）
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